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Cefpiromeに 関す る基礎 的検 討

小林芳大 ・内田 博

趣応義塾大学中央臨床検査部

新 し く開 発 され たcefpiromc(CPR)の 主要 臨 床 分 離 菌 種 に対 す る抗 菌 力 を測 定 した。 その 結 果 本 剤

はEscherichia coli, Klebsiflla pnemmiae及 びEnLerobacler cloacaelこ 対 す る 抗 菌 力 が 優 れ て お り各 種 β-

ラ ク タム系 抗 生 剤 が汎 用 され て い る現 況 の 中 で は これ ら菌 種 を起 因 菌 とす る感 染症 に 有効 性 を発揮 す

る薬 剤 と位 置 付 け られ る と 考え られ た。
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新 し く開 発 さ れ た 注 射 用 セ フ ァ ロ ス ポ リ ン系 抗4剤

cefpirome(CPR>は グ ラ ム陽 性 球 菌 か ら グ ラ ム 陰 性 桿 菌

に わ た る幅 広 い抗 菌 スペ ク トル を有 す る薬 剤 で あ る1)。

今回 我 々は 本 剤の 臨 床 分 離 菌 に対 す る 最小 発 育 阻 止 濃度

(minimum inhibitory concentration: MIC)を 測 定 す る機

会 を得 たの で そ の成 績 を報 告す る。

MICの 測定 は 日本 化 学 療 法 学 会標 準 法 に従 い 寒 天 平板

希 釈 法 で 行 っ た2)。 但 し接 種 菌 量 は 一 昼 夜 培 養 菌 液 の

100倍 希 釈 液 を使 用 した 。CPRの 標 準 品 はヘ キ ス トジ ャ

パ ン株 式 会社 よ り提 供 を うけ 使 用 した。 比 較対 象薬 剤 と

して 使 用 したmethlclihn(DMPPC)及 びimipenem(IPM)の

標 準 品 は 萬有 製 薬 株 式 会 社 か らceftazidime(CAZ)の 標 準

品 は 日本 グラ ク ソ株式 会社 か ら提 供 を受 け て使 用 した 。

使 用 菌 株 は1987年 か ら1988年 に か け て 慶応 義 塾 大学

病 院 中央 検 査 部 微 生 物 及 び関 連2施 設検 査 部細 菌 室 に於

い て 臨 床 材 料 か ら分 離 同 定 され たStaPhylococcus aums

52株, Escherichia coli34株,KlebsieUa pneumoniu23株,

Entmbader cloacae及 びSerratia mamscens各 々16株 並 び

にPseudomonas aeruginosa15株 を使 用 した(Table1)。

52株 のS.aumsに 対 す るDMPPCのMICは0.78μg/mlか

ら100μg/ml以 上 に 分 布 しMIC50は12.5μg/ml MIC90は

100μg/ml以 上 で あ っ た。DMPPCのMIcが12.5μg/ml以

上 のmethiciilin-reslstant S.aureu3は27株 で あ り4株 に対

す るDMPPCのMICは6.25μg/mlで あ った 。 残 る21株 に

対 して は0.78か ら3.13μg/mlに 分 布 して い た。 こ れ ら

52株 に対 す るCPRのMICは0.39μg/mlか ら100μg/ml以

上 まで 幅 広 く分 布 して い たがMIC50は3.13μg/mlでMiC90

は100μg/mlで あ り最 も多 数 株 の 認 め ら れ たMIC(modai

MIC)は0.78μg/mlで12株 で あ った 。 これ ら52株 に 対 す

るCAZのMICは6.25μg/mlか ら100μg/ml以 上IPMのMIC

は0.05μg/mlか ら100μg/ml以 上 に 分 布 して い た 。 また

IPMのMIC50は0.1μg/mlMIC90は100μg/mlで あ った 。

従 ってS.aureusに 対 す るCPRの 抗 菌 力 はDMPPCとCAZよ

り優 れIPMに は劣 る成 績 と轡 え た。

E.coli 34株 に 対 して はCPRは0,01μg/mlか ら0.1μg/

mlのMICで あ りMIC50は0.05μg/mlか つMiC90は01.10

μg/ml又modal MICは0.05μg/miで12株 で あ った。 これ

ら34株 に 対 す るCAZ及 びIPMのMICは0,05μg/mlか ら

o.39μg/ml及 びo.05μ9/mlか ら0'2μ9/miでMIG50は 何 れ

も0.1μg/ml又MIC90は0.39μg/ml及 び02μ9/mlで あ り

modal MICは 何 れ も0.1μg/mlで 各 々15株 及 び27株 で あ

っ た。 す な わ ちCPRはE.coliに 対 してCAZ及 びIPMよ り

優 れた 抗 菌 力 を示 してい た 。

K.pmeemoniu23株 に対 して は 本 剤 のMICは0.05μg/

mlに21株 で 残 る2株 に 対 して は 各 々0.2及 び3.13μg/ml

で あ りMIC50MICgomodalMICの 何 れ も0.05μg/mlで あ っ

た。CAZで はMICは0.1μg/mlか ら3.13μg/mlに 分 布 して

い た が22株 に 対 して0.1μg/mlか ら0.2μg/mlのMICで あ

りMIC50MIC90と も に0.2μg/mlか つmodalMlCも02

μg/mlで15株 で あ っ た 。IPMで はMICは0.1μg/mlか ら

0.78μg/mlに 分 布 しMIC50は0.1μg/mlか つMIC90は02

μg/m1又modal MICは0.1μg/m1で15株 で あ った。 すな わ

ちCPRはCAZ及 びIPMに 比 較 して 優 れ た 抗 菌 力 を示 して

い た 。

E.cloacae 16株 に 対 す るCPRのMCは0.02μg/mlか ら

6.25μg/mlに 幅 広 く分 布 し て お りMIC50は0.2μg/ml

MIC90は1.56μg/mlで あ りCAzは0.2μg/mlか ら0.78

μg/mlに11株25μg/mlか ら100μg/mlに5株 分 布 しMIC50

は0.39μg/ml MIC90は100μg/mlで あ っ た。IPMで は0.2

μg/mlか ら1.56μg/mlに 分 布 しMIC50は0.39μg/ml

MIC90はL56μg/mlで あ っ た。 従 っ てCPRの 抗 菌 力 は

CAZよ り優 れIPMと ほ ぼ 同等 の抗 菌 力 で あ る と考 え られ

た 。

S.marcescens16株 に 対 す るCPRのMICは0.02μg/mlか

ら12.5μg/m1に 幅 広 く分 布 して お りMIC50は0.05μg/ml

か つMIC90は6.25μg/mlで あ っ た。CAZで は0.1μg/mlか
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Table 1. MIC range, M1050 and  MIC 90 of cefpirome and several reference antibiotics

ら100μg/mlに 分 布 しMlC50は0.2μg/mlで あ りMIC90は

3.13μg/mlで あ った 。IPMで は0.2μg/mlか ら1.56μg/ml

に分 布 して お りMIC50は0.39μg/ml MIC90は1.56μ9/ml

であ った。 す な わ ちCPRはCAZよ り優 れ た抗 菌 力 を示 し

たがIPMと ほ ぼ 同等 の 抗 菌 力 で あ っ た。

naemgimsa15株 に 対 し て は3,13μg/m1か ら100

μg/mlのMICでMIC50は12.5μg/ml MIC90は100μg/mlで

あ った。 こ の 成 績 はCAZのMICが1。56μg/mlか ら6.25

μg/mlに 分 布 しMIC50が3.13μg/ml MIC90が6.25μg/mlで

あ りまたIPMのMICが1,56μg/mlか ら25μg/mlに 分 布 し

MIC50が1.56μg/ml MIC90が25μg/mlで 有 る の に 比 し劣

った抗 菌 力 とい え る成 績 で あ っ た。

以 上 の 結 果 よ り検 討 す る に 本剤 は各 種 β-ラ ク タム系

抗 生 剤 が 汎 用 さ れ て い る 現 況 に あ っ て はE.coli, K,

pnerumnniae及 びE.cloacae感 染 症 に対 す る 治療 薬 剤 と して

期 待 し得 る薬 剤 で あ る と位 置づ け られ る と考 え られ た。
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BACTERIOLMICAI, STUDY ON CEFPIROME

YOSHIO KOBAYASHI and

Central Laboratories, Keio University Hospital,

35 Shinanomachi, Shinjuku-kii, Tokyo I 60, Japan

Minimum inhibitory concentrations of CPR against strains of Staphylococcus aureus,IY herichia coli, Klebstella pneumoniae,

Vuterobacter cloacae, Sena marreserns and Nemlomanas aeruginusa isolated from clinical materials were determined by the

agar two-fold dilution method. The results revealed that CPR would be Useful mainly in infections due to E. coli K. prieumoniaf,

E. cloacae.


